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Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的及び体系

水稲収穫量調査は、国民の主食である米の需給対策や生産対策等の農政推進のための資

料を作成することを目的として実施しています。
調査は、国の職員や専門調査員（非常勤の国家公務員）により行われます。

２ 調査項目及び公表内容

結果の公表は、７月及び８月の作柄概況、９月及び10月の予想収穫量、12月の収穫量の
年間５回行っています。
作柄概況調査、予想収穫量調査及び収穫量調査は、作況標本筆の実測調査結果を基本と

し、併せて巡回・見積り及び情報収集を行い、下表に示す項目を把握します。

注：１ 調査項目は、地域ごとに生育ステージが異なるため代表的なものを記載しています。
２ 沖縄県については、12月上旬公表時点で一部収穫を終えていない地域があり、収穫の状況によっては今後作柄が変動
することがあります。

※： 西南暖地の早期栽培等：８月中旬までに刈取りがおおむね終了する早期栽培の面積がおおむね３割以上占める県及び二期
作のうちの第一期稲が栽培される沖縄県

調 査 体 系

母集団作成

実測調査、巡回・見積り、
情報収集等

作柄概況調査

作況標本筆抽出

作況基準筆の設置

収穫量調査予想収穫量調査

調査時期別調査項目

公表時期 調査項目 主な公表内容

作柄概況
(７月15日現在)

７月下旬
・人工衛星データ等を利用した作柄予測手法に
よる西南暖地の早期栽培等※の作柄文字情報

作柄概況
(８月15日現在)

８月下旬

田植期の遅速、出穂期の
遅速、穂数・もみ数等の
生育状況、登熟状況、被
害状況、耕種状況等

・人工衛星データ等を利用した作柄予測手法に
よる作柄文字情報
・西南暖地の早期栽培等※の作況指数

予想収穫量
（９月25日現在）

10月上旬

水稲の作付面積、穂数・
もみ数等の生育状況、登
熟状況、被害状況、耕種
状況等

・作況指数(全国・都道府県別)
・10ａ当たり予想収量(子実用)、
予想収穫量(主食用)

・作付面積(青刈りを含む面積、主食用)

予想収穫量
（10月25日現在）

11月上旬

水稲の作付面積、穂数・
もみ数等の生育状況、登
熟状況、被害状況、耕種
状況等

・作況指数(全国・都道府県・作柄表示地帯別)
・10ａ当たり予想収量(子実用)、
予想収穫量(子実用、主食用)

・作付面積(子実用、主食用)

収穫量 12月上旬

穂数・もみ数等の生育状
況、登熟状況、10ａ当た
り収量、被害状況、被害
種類別被害面積・被害量、
耕種状況等

・作況指数(全国・都道府県・作柄表示地帯別)
・10ａ当たり収量(子実用)、
収穫量(子実用、主食用)

・作付面積(子実用、主食用)



※数値は参考例です。

Ⅱ 調査の内容

１ 調査箇所の抽出

２ 収穫前段階の10ａ当たり収量の推定方法
収穫期前に実施する作柄概況調査及び予想収穫量調査では、穂数、もみ数、千もみ当たり

収量などのうち実測可能な項目については作況標本筆で調査した実測値を用い、実測が不可
能な項目については、過去の気象データ及び実測データを基に作成した予測式により推定し
た数値を用いて、10ａ当たり収量を予測しています。
なお、７月15日現在及び８月15日現在（西南暖地の早期栽培等を除く）については、実測

調査を行わず、気象データ及び人工衛星データに基づき10ａ当たり収量を予測しています。

①全国の全ての土地を200ｍ四方（北海道は、400ｍ四方）に区切って編成した単位区のう

ち、水田が含まれる単位区を母集団とします。②この母集団の中から全国で約１万単位区を
標本単位区として無作為に抽出します。③抽出された標本単位区ごとに水稲が作付けされて
いる水田の中から無作為に抽出された１枚の水田を作況標本筆（調査対象ほ場）として抽出
します。④抽出された作況標本筆について、ほ場の対角線上から無作為に選択した３か所を
調査箇所とします。

1㎡当たり

株 数

１株当たり
穂 数

１穂当たり
も み 数

作況標本筆における実測項目

実測
結果

１㎡当たり
株 数
(19.4株)

×
１株当たり
穂 数
(22.2本)

×
１穂当たり
も み 数
(69.1粒)

１㎡当たり
全もみ数
(298百粒)

・過去の気象データ
・当年の気象データ
・過去の実測データ
・当年の実測データ（実測が完了したもの）

予測

結果

×
千もみ当たり
収 量
(17.5g)

＝
10ａ当たり
予想玄米重
(522kg)

コンバインロス、被害
状況等による補正

10ａ当たり
予想収量
(512kg)

母集団
（約200万単位区）

標本単位区
（200ｍ四方の土地）

作況標本筆
（全国で約１万筆）

①
②

③



３ 収穫期の調査方法

収穫期に実施する収穫量調査は、各作況標本筆について３か所の調査箇所ごとに１㎡分の稲を
刈り取り、脱穀･乾燥･もみすりを行った後に、一定量を抽出し、飯用に供し得る玄米（農産物規
格規程に定める三等の品位に相当する1.70㎜以上のふるい目を基準とした玄米）となるように選
別を行い､その重さを計測し、都道府県及び作柄表示地帯ごとの10ａ当たり玄米重を推定します。
この玄米重データに収穫時のコンバインのロス率や被害データ等を加味して全国、各都道府県及
び作柄表示地帯の｢10ａ当たり収量」を決定しています。

作況標本筆における刈取り調査

稲を刈り取り脱穀して｢もみ｣にします。

調製作業を
行います。

都道府県・作柄表示
地帯ごとの10ａ当た
り玄米重を推定

1.70㎜以上の
粗玄米を選別

乾

燥

も
み
す
り

「粗玄米」

･コンバインロス率
･被害データ

10ａ当たり収量

『 玄 米 』
(三等品位以上)

粗玄米から一定量を抽出し、

縦目ふるい（2.20㎜～1.60㎜の

範囲の縦目ふるい）により、ふ

るい目幅別に選別し重量を計測

します。



都道府県 ふるい目幅 都道府県 ふるい目幅 都道府県 ふるい目幅 都道府県 ふるい目幅

北海道 1.90㎜ 東 京 1.80㎜ 滋 賀 1.90㎜ 香 川 1.80㎜

青 森 1.90㎜ 神奈川 1.80㎜ 京 都 1.85㎜ 愛 媛 1.85㎜

岩 手 1.90㎜ 新 潟 1.85㎜ 大 阪 1.80㎜ 高 知 1.80㎜

宮 城 1.90㎜ 富 山 1.90㎜ 兵 庫 1.85㎜ 福 岡 1.85㎜

秋 田 1.90㎜ 石 川 1.85㎜ 奈 良 1.80㎜ 佐 賀 1.85㎜

山 形 1.90㎜ 福 井 1.90㎜ 和歌山 1.80㎜ 長 崎 1.80㎜

福 島 1.85㎜ 山 梨 1.80㎜ 鳥 取 1.85㎜ 熊 本 1.85㎜

茨 城 1.85㎜ 長 野 1.85㎜ 島 根 1.90㎜ 大 分 1.80㎜

栃 木 1.85㎜ 岐 阜 1.80㎜ 岡 山 1.85㎜ 宮 崎 1.80㎜

群 馬 1.80㎜ 静 岡 1.80㎜ 広 島 1.85㎜ 鹿児島 1.80㎜

埼 玉 1.80㎜ 愛 知 1.85㎜ 山 口 1.85㎜ 沖 縄 1.80㎜

千 葉 1.80㎜ 三 重 1.85㎜ 徳 島 1.80㎜

令和５年産の作況指数の算出に用いるふるい目幅

４ 作況指数の求め方

作況指数は、作柄の良否を表す指標で、その年の｢10ａ当たり平年収量｣に対する「10ａ当たり
（予想）収量｣の比率で表します。
作況指数の公表は、８月下旬（西南暖地の早期栽培等のみ）、10月上旬、11月上旬及び12月上旬

に行っています。

作況指数 １００

10ａ当たり(予想)収量

10ａ当たり平年収量

×＝

※ 作況指数の算定に用いるふるい目幅は、都道府県ごとに「農家等が使用したふるい目幅の分布
（水稲作況標本（基準）筆農家からの聞取り結果）の過去５か年平均において、最も多い使用割
合を占めるふるいの目幅」としています。



10ａ当たり平年収量とは、水稲を作付けする前に、その年の気象推移や被害の発生状況
などを平年並みとみなし、最近の栽培技術の進歩の度合いや作付変動等を考慮し、実収量
のすう勢を基に作成されたその年の10ａ当たり予想収量であり、有識者の意見も聴いて決
定されるものです。

10ａ当たり
平年収量

傾向値（気象データに
基づく推定値）の算出

直近30年間の10ａ当
たり実収量及び気象
データを基に、当年の
気象及び被害発生が平
年並みと仮定した場合
の、当年産の10ａ当た
り収量の推定値を算出

最近の生産事情の検討

○品種構成の変化
○施肥などの栽培
管理技術の変化

○水稲作期の変化

などを基に傾向値の
妥当性を検討

具体的には

① 10ａ当たり収量

② 気象効果（気象要因による変動のことで「気象指数」 により表す）

③ 補正値（10ａ当たり収量から気象効果部分を除いたもの）

④ 平年収量（補正値を基に一定の推計式により計算したすう勢を表す傾向値）

気象指数とは、アメダス気象データ（日平均気温、日最高気温、日最低気温、
日降水量、推定日射量、日最大風速）を基に算出した総合的な気象の指標です。

傾向値の算出方法

ふるい目幅に対応
する傾向値の算出

各都道府県に
おいて多くの農
家等が実際の選
別に用いたるふ
るい目幅に対応
した傾向値を算
出

※ 作況指数の算出に用いるふるい目幅
及び1.70㎜幅の平年収量を公表。

Ⅲ 10ａ当たり平年収量の算出方法



Ⅳ 調査結果について

１ 選別ふるい目幅について

農家等が販売するために使用している選別ふるい目幅は、地域により1.70mm～2.00mm以上と様々で
すが、農家等のふるい下米は、更に選別され、その一部も飯用に使用されています。
このため、水稲収穫量調査では、加工用米等を含めた飯用に供し得る玄米の全量を把握することを

目的として農産物規格規程に定める三等の品位（整粒歩合45％）以上に相当するよう、ふるい目幅
1.70mm以上で選別された玄米の重量を収量としています。

調査結果の公表に当たっては、実際にその地域の農家等が用いているふるい目幅でどのくらいの収
量になるか分かるように「ふるい目幅別重量分布状況、収穫量及び10ａ当たり収量」を作成し、公表
資料に掲載しています。

農家等が使用しているふるい目幅の分布状況（例）
【粗 玄 米】

【くず米】

農家等
が選別
に用い
た目幅

1.70mm

調
査
で
把
握
す
る
収
量

(

主
食
用
米
、
加
工
用
米
等)

【玄米】

【ふるい下米】

※ 沖縄は表章されていませんが、全国の値に含まれます。

水稲玄米のふるい目幅別10ａ当たり収量（例）
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Ｖ 水稲収穫量調査結果の主な利活用

☆ 主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律に基づき毎年定めることとされている米穀の需
給及び価格の安定に関する基本指針の策定のための資料

☆ 食料・農業・農村基本計画における生産努力目標の策定及び達成状況の検証のための資料

☆ 米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）の交付金算定のための資料

☆ 農業保険法に基づく農作物共済事業の適切な運営のための資料

２ 10ａ当たり玄米重の分布と平均値について

作況標本筆の実測結果から求める10ａ当たり収量や作況指数は、各都道府県内の平均値を表
しているため、個々の農家からみると高く感じられたり、逆に低く感じられたりすることがあ
ります。このため、平成27年産より作況標本筆の10ａ当たり玄米重の分布を参考情報として提
供しています。

10ａ当たり玄米重の分布図（例）

平均 533kg

筆
数
割
合


